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1. (a) 8
√
z1単位。

(b) 第１財（投入物）の価格が１で、第２財（生産物）の価格が pであることに注意。
Π(z1) = p · 8√z1 − 1 · z1

(c) (b)の関数形から、利潤は z1について上に凸な形であるので一階の条件で必要十分である。

Π′ =
p8

2
√
z1

− 1 = 0 ⇐⇒
√
z1 = 4p ⇐⇒ z∗1 = 16p2.

利潤は
Π(16p2) = 8p · 4p− 16p2 = 16p2

(d) 利潤を半分ずつ各消費者は所得として受け取るので、予算制約式は以下のようになる。
Aさん：1 · xA1 + p · xA2 = 1 · 66 + 8p2.

Bさん：1 · xB1 + p · xB2 = 1 · 70 + 8p2.

(e) ラグランジェ乗数法でやってみる。

L = (xA1 )
2 · xA2 + λ(66 + 8p2 − xA1 − p · xA2 )

より、一階の条件は

∂L
∂xA1

=2(xA1 ) · xA2 − λ = 0

∂L
∂xA2

=(xA1 )
2 − λp = 0

λを消去して

λ = 2(xA1 ) · xA2 =
1

p
(xA1 )

2 ⇐⇒ p · xA2 =
1

2
xA1

これを予算制約式に代入して

xA1 + pxA2 = xA1 +
1

2
xA1 = 66 + 8p2 ⇐⇒ xA∗

1 =
2

3
(66 + 8p2)

(f) 別な方法でやってみる。例えば予算制約式を xB2 について解くと xB2 = 1
p(70 + 8p2 − xB1 )と

なり、uB に代入すると xB1 だけの関数である。

uB = 2xB1 · 1
p
(70 + 8p2 − xB1 )

これは上に凸なので一階の条件を調べればよい。

d uB

d xB1
=

2

p
(70 + 8p2 − 2xB1 ) = 0 ⇐⇒ xB∗

1 = 35 + 4p2.

（この他に授業でやってみせたように、限界代替率 =価格比、を予算制約式に代入するとい
う方法もある。なんらかの方法で制約条件付き最大化問題を正しく解ければよい。ただし３
財以上のモデルではラグランジェ乗数法をお勧めする。）
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(g)
2

3
(66 + 8p2) + 35 + 4p2 = 66 + 70− 16p2 ⇐⇒ p∗ =

3

2
.

2. 価格が0 ≦ p ≦ 1000の間では、２人とも2000−2p単位需要するので、合計して4000−4p単位が市場
需要である。価格が 1000を超えると誰も買わないので、市場需要関数はD(p) = max{4000−4p, 0}
とか、場合分けして

D(p) =

{
0 if 1000 < p

Di(p) +Dj(p) = 4000− 4p if 0 ≦ p ≦ 1000

とか。（場合分けの等号の部分は上の場合にもつけてもよい。数学的に同じ関数が表現されればよ
いので。下の場合も、0 < pとしてもよい。）これの逆関数なので、基本的には下のケースを考え
る。総販売量をQ単位とすると

4000− 4p = Q ⇐⇒ p = 1000− Q

4

つまり、0 ≦ Q ≦ 4000の間だと非負の価格 1000− Q
4 で売り切ることができるということなので、

市場逆需要関数は P (Q) = max{1000− Q
4 , 0}または場合分けして

P (Q) =

{
0 if 4000 < Q

1000− Q
4 if 0 ≦ Q ≦ 4000.

以下の図を縦軸と横軸からそれぞれ観察したものという感じである。

1000 2000 3000 4000
Quantity

200

400

600

800

1000

price

3. 今度は、価格が 1600より高いと誰も買わないが、1600以下になるとまずWさんが買い始める。
さらに価格が下がって 1000以下になるとKさんも買うようになる。これを理解すれば簡単。

D(p) =


0 if 1600 < p

DW (p) = 1600− p if 1000 ≦ p ≦ 1600

DW (p) +DK(p) = 3600− 3p if 0 ≦ p < 1000
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P (Q) =


0 if 3600 < Q

1200− 1
3Q if 600 < Q ≦ 3600

1600−Q if 0 ≦ Q ≦ 600

つまり折れ線グラフになっているのである。
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4. (a) Π1(q1, q2) = P (q1, q2)q1 − TC1(q1) = max{100− (q1 + q2), 0}q1 − c1 · q1 − 2

(b) 100− (q1 + q2) ≧ 0の範囲で考えれば良い。他社の生産量を定数と考えてそれぞれの企業の
最適反応（反応曲線の式）を求める。

∂Π1

∂q1
=

∂

∂q1

[
(100− q2 − c1)q1 − q21 − 2

]
= (100− q2 − c1)− 2q1 = 0

⇐⇒ q1 =
1

2
(100− q2 − c1)

同様に q2 =
1
2(100− q1 − c2)。

連立して解いて、

(qc1, q
c
2) =

(1
3
(100− 2c1 + c2),

1

3
(100 + c1 − 2c2)

)
.

(c) 企業２の最適反応を織り込んで企業１の利潤を考える。

Π1(q1) = {100− q1 −
1

2
(100− q1 − c2)}q1 − c1q1 − 2 = (50− 1

2
q1 +

1

2
c2)q1 − c1q1 − 2

これは上に凸な q1だけの関数なので一階の条件から最適生産量は

Π′
1 = 50 +

1

2
c2 − c1 − q1 = 0 ⇒ qS1 = 50− c1 +

1

2
c2.

これを企業２の最適反応に代入して、

qS2 =
1

2
{100− c2 − (50− c1 +

1

2
c2)} =

1

2
(50 + c1 −

3

2
c2).
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(d) (b)で最適反応を計算したときに固定費用は出てこないことに注意すると、限界費用が共通の
ケースでは最適反応はまったく対称的になっていて

qi =
1

2
(100− qj − ci), i = 1, 2 (j ̸= i)

連立して解いて（あるいは (b)で c1 = c2 = cを代入して）

(qc1, q
c
2) =

(1
3
(100− c),

1

3
(100− c)

)
.

つまり均衡生産量に影響を及ぼすのは限界費用のみである。それが同じ場合、両企業は同じ量を
生産するのが均衡である。
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